［FIC オープンセミナー報告］ ビルマ（ミャンマー）への政府開発援助と人権 : 住民からJICA への異議申立をめぐって by 松本 悟
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果は 11 月４日に JICA のホームページで公開された。第２回セミナー
でメコン ･ ウォッチの土川氏がその内容を説明した。それによれば、
住民が抱えている困難については一部認定したものの、JICA のガイ
ドライン不遵守については一切認めなかった。法政大学国際文化学部
の松本准教授はその背景について、十分な予算と独立性が確保されて
いないため異議申立審査役の調査を補佐する自前のコンサルタントを
雇えなかったことや、国内法に準拠したガイドライン違反の認定は困
難だったことを挙げた。
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第１回セミナーには民放キー局の、第２回セミナーでは主要全国紙
記者の取材が入った。また、２回のセミナーではいずれも参加者の３
分の１程度が本学の学生だった。こうしたことを考えると、FIC オー
プンセミナーの意義は高かったと考えられる。本来善意で行われる
ODA が住民の生活を悪化させ人権を侵害することはあってはならな
いことである。国際文化学部が掲げる理念である多文化共生という点
からも、引き続きビルマ（ミャンマー）への ODA の現状や課題につ
いて大学内外の人たちと共有し議論する場を設けていく必要がある。
（報告：松本　　悟）
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